だ。 勝負 は 気合いで はない。 勝負 はた、 > '確実で なけれ 

ばなら ぬ。 

確実と いう こと は、 石橋 を 叩いて 渡る、 という こと 

ではない。 勝つ、 という 理 にかな つてい る、 という こ 

とで ある。 だから、 確実で あれば、 勝つ 速力 も 最短 距 

離、 最も 早い という ことで も ある。 

升 田 はそう いう 勝負の 本質 を ハツ キリ 知りぬ いた 男 

で、 いわば、 升 田 将棋と いう もの は、 勝負の 本質 を 骨 

子に している 将棋 だ。 だから 理づ めの 将棋で ある。 

升 田 を 力 将棋と いう 人 は、 まだ 勝負の 本質 を 会得せ 

ず、 理と 云い、 力と いう もの、 何たる か を 知らざる も 



チパ チパチ と 横 ッ面を ひ つ ぱ たき 合 つたと- J ろ だ。 

この ァゲク が、 大事の 急所で 慎重な 読み を 欠き、 升 

田つ いに 完敗 を 見る に 至った が、 誤算に 気付いた 升 田 

の 狼狽、 サッと 青ざめ、 ソン ナぉ 手々 が ありまし たか、 

軽率の ソシリ まぬかれず、 これ は 詰みが あります か、 

ガク 然として、 自然に もれる 眩き、 こうなる と、 相撲 

と同じように 力 ラダで 将棋 を さしてる ような もの、 

ハツと か > み、 又、 ネジ 曲げ、 ネジ 起し、 ゥヽと 唸り、 

やられました か、 と 呻き、 全身全霊の 大 苦悶、 三十 一 

分。 勝負と いう もの は 凄惨な ものである。 

将棋まで ハツ タリで 指して は 負ける の は 仕方がない。 



その 点で も、 升 田 は 用意 を 怠って いた。 木 村 は 夜 ふ 

かしし なければ 眠れず、 対局 前夜に おそくまで ヮ 

ァ/^ 騒ぐ とよく 眠れる そうで、 まんまと 自分の 睡眠 

ぺ ー スへ 運び こんだ のに 比べて、 升 田 は 用意 を 怠った 

ので ある。 

次期 名人 は、 たいがい 升 田ら しい 形勢で あるが、 そ 

の 次に くる もの、 これ は 新人で なく、 やっぱり 木 村 だ 

ろう。 升 田 木 村が 名人 を 争う とき、 この 勝負の 激し さ 

は 至上の もの だろうと 私 は 思う。 私 は その 日 をた のし 

みに している ので ある。 そして、 それからの 何年 か は 

名人 位 をと つたり、 とられたり、 この 二人の 必死の 争 
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